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に
要
望
す
る
な
か
、
段
階
的
に
砂

防
堰
堤
や
保
安
林
関
係
の
堰
堤
を

造
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
平
成　
１９

年
度
に
地
域
防
災
対
策
総
合
治
山

事
業
計
画
を
立
て
て
お
り
、
平
成

　

年
度
萩
ヶ
谷
地
区
、
平
成　

・

２０

２１

　

年
度
願
成
寺
地
区
、
平
成　

年

２２

２２

度
要
望
と
し
て
は
、
宮
地
地
区
で
、

　

年
度
で
舟
子
・
願
成
寺
地
区
で

２３治
山
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

　

池
田
山
に
は
数
々
の
作
業
道
や

林
道
が
走
っ
て
い
る
が
、
大
雨
が

降
る
と
川
の
よ
う
に
な
り
、
被
害

を
大
き
く
し
て
い
る
。
ま
た
過
去

の
大
雨
に
よ
り
崩
壊
し
て
い
る
箇

所
の
今
後
の
対
策
は
。

 
町　

長 

　

現
状
は
把
握
し
て
い
る
が
、
作

業
道
は
、
林
業
関
係
を
目
的
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
恒

久
的
な
構
造
物
は
造
れ
な
い
が
、

林
道
と
と
も
に
、
こ
れ
以
上
被
害

が
拡
大
し
な
い
よ
う
な
対
策
を
と

り
、
災
害
の
起
き
な
い
よ
う
な
工

法
も
検
討
し
、
効
率
的
な
整
備
を

し
て
い
き
た
い
。

　

大
雨
が
降
る
と
瞬
く
間
に
河
川

が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
し
ま
う

こ
と
へ
の
対
策
は
。

 
町　

長 

　

過
去
に
色
々
と
検
討
し
た
が
、

費
用
や
水
利
権
の
問
題
も
あ
り
非

常
に
難
し
い
問
題
だ
。
東
川
や
杭

瀬
川
の
合
流
点
に
お
い
て
土
砂
浚

渫
等
を
含
め
水
の
流
れ
を
速
く
す

る
こ
と
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら

山麓一帯の治山治水対策は

土川　博 議員

　

山
麓
地
帯
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
土
砂
流
出
の
頻
度
が
増
し
、

そ
の
度
に
被
害
を
被
っ
て
い
る
。

更
に
山
麓
は
大
小
の
谷
を
抱
え
て

い
る
の
で
、
一
度
大
雨
が
降
れ
ば

一
気
に
杭
瀬
川
に
土
砂
と
共
に
流

れ
込
み
、
そ
の
被
害
は
増
大
す
る
。

山
麓
地
帯
か
ら
上
部
の
対
策
を
と

れ
ば
、
下
流
域
で
の
水
害
が
防
げ

る
と
思
う
が
。

 
町　

長 

　

一
昨
年
の
災
害
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
ま
で
の
三
年
間
で
、

２２

総
額　

億
円
あ
ま
り
の
工
事
費
で

１２

災
害
復
旧
し
て
い
る
。
他
の
被
災

箇
所
も
把
握
し
て
い
る
の
で
、
国

取
り
組
ん
で
い
る
。
早
急
に
根
本

的
な
対
策
が
と
れ
る
よ
う
、
県
や

国
へ
今
後
と
も
要
望
し
て
い
く
。

　

治
山
治
水
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
活
性
化
や
観
光
面
を
考
慮
し
た

考
え
は
あ
る
か
。

 
町　

長 

　

ふ
れ
あ
い
街
道
沿
い
に
は
、
池

田
温
泉
、
公
園
、
極
小
美
術
館
、

お
茶
、
梅
等
、
観
光
資
源
は
十
分

に
あ
る
の
で
、
山
麓
一

帯
を
総
合
的
に
関
連
づ

け
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
よ
り
、
大
き
な

宣
伝
効
果
と
な
る
の
で
、

今
後
進
め
て
い
き
た
い
。

ゲリラ雨による山麓地帯での土砂流出

萩ヶ谷での治山谷止工

天神山林道の被災状況

大勢の花見客で賑わう大津谷公園


